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少
子
高
齢
化
が
全
国
的
に
進
ん
で
き
て

い
る
な
か
、
毛
呂
山
町
で
は
、
２
０
２
０

年
（
９
年
後
）
に
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
人
口
に
占
め
る
割
合
が
31
・
８
パ
ー

セ
ン
ト
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
行
政
区
で
み
る
と
、
現
時
点

で
既
に
40
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、

高
齢
者
が
誰
に
も
看み

と取
ら
れ
ず
孤
独
死
に

至
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
や
重

じ
ゅ
う
と
く

篤
な
状
態
で

発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
発
生
し
て
お

り
、
日
々
の
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
人
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
町
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
中
心
と
な
り
、
各
地
域
の
区

長
を
は
じ
め
と
し
た
人
た
ち
の
協
力
に
よ

り
、
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
発
災
害
時

一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
を
展
開
し
、

災
害
時
や
緊
急
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る

人
の
把
握
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
住
民
相
互
の
関
係
が
希
薄
化

し
て
い
る
な
か
、
個
人
情
報
へ
の
過
剰
反

応
も
加
わ
り
、
世
帯
状
況
の
確
認
が
進
ま

な
い
の
が
現
状
で
す
。
確
認
で
き
た
と
し

て
も
一
人
や
一
部
に
よ
る
見
守
り
で
は
限

界
が
あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
こ

に
住
む
住
民
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
人
は
本
来
、
他
の
人
と
の

関
わ
り
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
に
あ
っ

た
地
域
の
人
た
ち
の
関
係
性
を
復
活
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
住
民

相
互
の
助
け
合
い
や
絆

き
ず
な

を
深
め
て
い
く
こ

と
で
孤
立
す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
緊
急
時
や
災
害
時
で
の
ス

ム
ー
ズ
な
対
応
を
可
能
と
す
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、
平
成
23
年
１

月
１
日
、
「
毛
呂
山
町
地
域
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
実
施
要
綱
」
を
制
定
し
ま

し
た
。

　

こ
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
ご
近
所
さ
ん
に
声
か
け
を

行
っ
て
い
く
な
ど
、
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
に
ち
ょ
っ
と
関
心
を
向
け
て
も
ら
う
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
関
心
の
輪
を
徐
々
に
広
げ
て
い
く
こ
と

で
地
域
単
位
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

り
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
の
中
で
把
握
さ
れ
た
「
支

援
や
見
守
り
を
必
要
と
す
る
方
」
の
情
報

（
ご
本
人
に
は
、
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
関
係
機
関
で
共
有
さ
れ
る
旨
の

同
意
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
）
に
つ
い
て
、

町
福
祉
関
係
部
署
、
消
防
署
、
警
察
、
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
で
共
有

し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
住
民
一
人
ひ
と
り

の
小
さ
な
気
づ
き
が
「
支
援
や
見
守
り
を

必
要
と
す
る
方
」
の
支
援
に
つ
な
が
る
体

制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

今
後
、
町
で
は
、
地
域
懇
談
会
の
開
催

な
ど
を
定
期
的
に
行
い
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
へ
の
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係
ｔ
内
線
１

　

１
１
・
１
１
２

地域に向けるちょっとした関心って、どんなことがあるの？
◎声かけ
　地域の見守りは声かけこそが最も大切です。「おはようございます」「こんにちは」といった、あいさつを
交わしていくことで、次第に「最近どうですか？」「体調はいかがですか？」「何か困ったことはないですか？」
など、気軽に声を掛け合う間柄を築くことができます。

◎さりげない見守り
　高齢者のなかには近所付き合いの苦手な人もおり、直接お話しをすることが困難な場合もあります。しかし、
このような場合でも、高齢者の日常の状況に関心をもっていくことで、何らかの「異変や生活上の支障のサ
イン」に気づくことができます。

【何らかの異変や生活上の支障のサインの例】
顔を見せない
　地域で孤立している人をいち早く発見するサインの一つとして、顔を見せなくなることがあります。以前
は定期的に姿を見せていたのに老人クラブや町内会の活動、お店などに、急に現れなくなったときなどは注
意が必要です。

洗濯物が干されていない
　洗濯物は外部からは分からない家庭の様子を知るうえで一番の手がかりとなります。洗濯物がいつものよ
うに干してあればまず安心です。しかし、夜になっても干したままであったり、天気が良いのに３日も４日
も続けて洗濯物が干されないときなどは注意が必要です。

屋内の電灯がついていない
　夜間に屋内の電灯がついているかどうかも、外から家の内部を探る貴重なサインとなります。日が暮れて
いつものように電灯がついていれば問題はありませんが、幾晩も続けて電灯がついていないときなどは注意
が必要です。

新聞、郵便、宅配便の不在票がたまっている
　新聞受けや郵便受けに新聞や郵便物がたまっている。あるいは、宅配便の不在票が何枚もドアの隙間には
さんであるときなどは注意が必要です。

『毛呂山町地域見守りネットワーク
　　　　　事業実施要綱』を制定しました


